
ウラジオストク滞在に関する報告について（9月分） 

 

１.9月の実施事項及び行事等について                   

3日〜5日 「東方経済フォーラム」開催 

21日〜26日 沿海州地方 訪ロ研修への参加 

26日～27日 「第１回ジャパン・フェスティバル」 

 

２.ロシア語学校について                         

 ロシア語学校の授業は 8月と同様で「文法」「会話」「聞き取り」「ビデオ」の

4科目で構成されています。9月に入り、新しく長期留学をする学生が増え、ク

ラスの人数にも変更がありました。現在、私のクラスはアメリカ人 1 人、韓国

人 6人、日本人 4人の計 11人となっています。 

 また、9 月からは個人授業を開始しました。個人授業は週 4 回行われ「文法」

「読解」「手紙」「聞き取り」などの項目を重点的に学習しています。グループ

で受ける授業とは違い、細かいところまで教えてもらえるので効率的に勉強で

きます。 

 

３.ウラジオストク市内の状況について                   

・治安 

 9 月下旬に邦人がスーパーマーケットのレジでデジタルカメラを盗まれると

いう被害が発生しました。ウラジオストク市ではスリや置き引きといった犯罪

が多くみられます。特に人混みなどでのスリに対しては注意が必要です。 

 

・天候 

 ウラジオストク市の 9 月はとても過ごしやすく、天候も良いと言われていま

す。今年は言われる通り気温も暑すぎず、晴れる日が多かったため、とても過

ごしやすく感じました。一度、台風の影響で大雨が降り道路も冠水しましたが、

それ以外ではまとまった雨も多くはなく、穏やかに晴れる日が続きました。そ

のため 9 月は街を歩いていると多くの旅行者を見かけ、普段はあまり見かけな

い日本人旅行者もウラジオストク市の観光を楽しんでいました。 

 また、夏は日が長く夜遅い時間でも明るい日が多くありましたが、9月下旬に

入り、暗くなる時間が早くなりました。時間が早いとはいえ暗くて人通りの少

ない道などは注意が必要です。 

 

４.沿海地方訪ロ研修について                       

 9月 21日（月）〜26日（土）の日程で、ウラジオストク市において「沿海地



方訪ロ研修」が行われました。 

 この研修は、ロシア政府が主体となり、ロシア経済発展省に付属する「連邦

人材センター」が実施するもので、先進国のビジネスマン等がロシアを訪問し、

ロシア市場を自分の目で見てロシア経済に理解を深め、また、ビジネスのパー

トナーを見つけることを目的としています。主に日本の一般企業を対象にして

いますが、自治体職員も参加が可能であり、今回は、ウラジオストク市在住の

企業関係者 2 名に私（行政職員 1 名）と、日本から様々な企業や団体の 8 名が

参加し、計 11名で研修を受けました。 

 午前中は主に講義を受け、沿海地方の税制や法制度、また企業の現状やそれ

に対する政府の施策などを学びました。ロシアのいくつかの機関や部署から講

師が講義に来ており、１つの問題について様々な角度から意見が聞くことがで

き、とても勉強になりました。 

 そして午後からはウラジオストク市やその周辺地域にある企業や工場を訪問

し、施設見学や事業計画などについての説明などを受けました。普段、街で目

にする企業などもあり、身近な企業の製品の製造工程などを見学できたことは

良い経験となりました。 

 沿海地方は経済を活発にするためにいくつもの法整備や事業計画を行なって

おり、より細かな施策を理解する機会となりました。また、様々な企業の努力

も直接目にすることができ、普段できない貴重な経験となりました。 

 

 

（写真①：沿海地方政府表敬訪問） 

 



 

（写真②：企業視察） 

 

５．第１回ジャパン・フェスティバルについて               

 9月 26日（土）～27日（日）の日程でウラジオストク市において在ウラジオ

ストク日本国総領事館主催の「第１回ジャパン・フェスティバル」が行なわれ

ました。総領事館だけでなく、ウラジオストク日本人会や日本人留学生などの

協力のもと、芸術、武道、コスプレショー、浴衣ショー、カラオケ大会や縁日

コーナーなど、さまざまな日本文化に触れることができるフェスティバルとな

りました。 

 私は縁日コーナーや浴衣ショー、カラオケ大会などに関わることができ、そ

れぞれで貴重な体験をすることができました。そして、今回のジャパン・フェ

スティバル全体を通して、特に盛り上がりを見せたのはコスプレショーでした。

ロシア人が自作した衣装を持ち寄り、さまざまなアニメのキャラクターに成り

きっていました。さらにステージでパフォーマンスをするたびに歓声が上がり、

会場全体が盛り上がっていました。日本のアニメや漫画を中心としたサブカル

チャーの素晴らしさは世界中で認められていますが、ここロシアでも同じよう

に受け入れられているのだと思いました。 

 



 

（写真③：ジャパン・フェスティバル／縁日コーナーのヨーヨー釣り） 

 

 

（写真④：ジャパン・フェスティバル／コスプレショー） 


